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高齢者の家庭菜園を若者が有償ボランティアで支援する。作業に先立ち、専門家から苗の植え方の指導を受ける
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家庭菜園で多世代交流と生きがいづくり

団体設立経緯
　前身となる任意団体を立ち上げ
た当時、コロナ禍で暮らしにさま
ざまな制限が強いられていました。
江別市は高い高齢化率の一方で、
大学生の多いまちである特色を活
かし、多世代協働のまちづくりを
進めるため設立しました。個人化
する時代でも、「支え合い、暮ら
し続けられるまち」として優しさの
輪が広がるまちに育てていくため、
全住民を対象としてさまざまな課
題をクリアし、笑顔が未来へ続く
架け橋となるような種々の取り組
みを進めています。

活動概要と活動対象範囲
　江別市大麻地区の中でも、西大
麻・文京台地区を中心に、高齢者
宅の家庭菜園を大学生などの若者
が手伝う活動を通じて、多世代交
流と屋外活動の促進を図っていま
す。支援家庭に関わらず家庭菜園
野菜の寄付を募り、エリア内の大
麻扇町商店街で「0円マーケット」
として並べ、商店街のにぎわいづ
くりにもつなげています。また、高
齢者の外出機会や若者の交流機会
を増やすとともに、経済的に困難
を抱える若者が大学などの講義の
合間に社会経験と収入を得られる
よう、家庭菜園支援は有償ボラン
ティアとして実施しています。

活動に至った理由や背景
　江別は一軒ごとの土地が広く、
老後に家庭菜園を楽しむ人も多い
地域です。しかし加齢により身体
的不安から畑を諦め、外出や人と
の交流が減る方も増えています。
一方、多くの大学生がいる江別で
は、人との交流に苦手意識を持つ
若者も多い反面、社会貢献の経験
を求める声もあります。さらに商店
街の衰退により、人が自然に集う
場も減っていました。
　こうした課題から、生きがいとに
ぎわいづくり、多世代交流の創出
を目指し、高齢者の家庭菜園を若
者が支援し、寄贈野菜を商店街で

「０円マーケット」として分かち合う
活動を始めました。

活動内容と成果
● 家庭菜園支援メンバーの早期
応募締切と参加者固定の課題
　主に江別にある大学の学生向け
に、有償ボランティア募集のチラ
シを制作しました。2024年度にモ
デル実施した際の写真を使用し、

「誰かのためが、自分のために。」と

いうキャッチフレーズを載せたと
ころ、「このフレーズに惹かれた」
という大学生からの志願もありま
した。誰かの役に立ちたいという
思いを胸に秘めている若者は少な
くないのだと感じた瞬間でした。
説明会に代わる動画を制作し、い
つでも説明が聞けるようにしたこと
も参加のハードルを下げたと感じ
ています。
　江別市内2カ所の大学、江別市
外の大学や専門学校などからも応
募があり、予定していた20名にす
ぐに達しました。メンバー登録した
学生たちはLINEのオープンチャッ
トでつながり、家庭菜園支 援の
実施日を確認し、参加したい日に
フォームからエントリーする仕組み
としました。
　天候の都合や支援家庭の希望
で、活動日は平日の日中が多く、
それも実施の3 ～ 4日前まで決ま
らないなど、江別市在住者や江別
の大学に通学する学生以外にとっ

ては参加が難しい状況がありまし
た。そのため、登録メンバーのう
ち継続的に参加できたのは、固定
化された6 ～ 7名程度でした。単発
参加に留まった学生や、一度も参
加できなかった学生もいたことが残
念でした。一方で、参加メンバーが
固定的だった効用もありました。毎
回同じ顔ぶれで作業できることは親
睦を深めることにつながり、年齢も
立場も学校も違う者同士がプライ
ベートでも交流する関係を築けたこ
とは成果だったと感じています。
　土起こしが始まる5月には、農作
業に長けた専門家に土の起こし方
や苗の植え方など指導を受けまし
た。ある程度の知識を付けたうえ
でその後の作業に当たれたことは、
参加学生たちにとっても支援家庭
にとっても安心材料となりました。
● 支援家庭の選定
　 大 麻 第 一 地 域 包 括 支 援 セン
ター、民生委員、自治会、商店街
などに事業内容を説明し、支援先
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シャッター商店街を盛り上げるために、それぞれの家庭菜園で採れた野菜を持ち寄って交換、寄付
を募るマーケットを開催

呼びかけに応じ
て、 新 鮮 な 野
菜が毎週集まっ
た。 市 内 の「 こ
ども食堂」にも
食材として提供

庭菜園0円マーケット開催時の寄
付金は合計で6万1336円でした。
● 野菜提供者の増加
　家庭菜園の野菜募集チラシを江
別市内全戸に配布したところ、市
内の広い範囲から野菜提供の連絡
が連日のように届きました。原則
商店街までお届けいただくことにし
ていましたが、定期的に大量の野
菜を提供してくれる一部のお宅に
は、ボランティアの方に毎回受け取
りに行っていただきました。
　広い農地を持っていたり、元農
家の方などからの申し出も多く、
家庭菜園とは言い難い規模の野菜
づくりをされている方も少なくあり
ません。寄贈された家庭菜園野菜
は、当拠点のほか、江別市内複数
箇所で実施されている「こども食
堂」にも提供しました。物価高騰の
中、多くの野菜をこども食堂に取り
入れることができたと大変喜ばれ
ました。
　また、菜園支援を受けた家庭か
ら採れた野菜をいただき、子ども
たちと調理して食べる機会があり
ました。支援を実施したサービス
付き高齢者向け住宅の入居者から

いただいた、たくさんのジャガイモ
をこども食堂で使い、写真を付け
た礼状をお送りすることもできまし
た。家庭菜園をきっかけに、さま
ざまなつながりや交流に発展し、
喜びを分かち合えたことが本当にう
れしかったです。
● 振り返り会
　26年1月19日に、大麻第一地域
包括支援センター職員と恩おくりス
タッフ、参加学生とで振り返り会を
開催しました。包括支援センター
からは、「利用者は遠慮されていた
様子だが、ぜひ今後も継続して実
施してもらいたい取り組み」と評価
していただきました。学生からは、

「ただおしゃべりするのは緊張する
が、作業をしながらだと交流しや
すかった」「こういうボランティアの
形もあるんだと知って新鮮だった」
と肯定的な感想をいただきました。
　一方で、来年度も同じ方法で実
施するには課題も多いため、今後
も連携しながら希望するご家庭に
は継続して伺えるよう検討を続ける
必要があることを、共通の認識とし
て確認することができました。

課題と解決方策
　屋外活動の家庭菜園支援は、天
候や野菜の生育状況に左右されや
すいことが大きな課題でした。作
業予定日が何度も中止になり、参
加学生もスケジュール調整に苦労し
ていました。また、高齢者ご本人
の体調不安もありました。夏が主
な活動時期であるにもかかわらず、

「暑さが落ち着いてから」という希
望も多く、予定より少ない訪問回
数となりました。さらに、ご本人か
ら「畑が整っていなくて恥ずかしい
…」と遠慮される声も多く、活動の
趣旨を十分伝えきれていなかった
と痛感しています。畑作業があって
もなくても訪問日を決めておくほう
が、支援家庭先にとっても学生に
とっても取り組みやすかったのでは
ないかと感じています。
　また、遠方でも連絡すればすぐ
に大学生が収穫の手伝いに来ると
誤解して連絡を受けたケースもあり
ました。野菜寄付の面でも事前連
絡なく野菜を届けられ、開所日ま
でに野菜が傷んでしまうこともあり
ました。ルールをわかりやすく明示
したチラシの工夫が必要だと感じ
ています。

今後の予定
　拠点である大麻扇町商店街・恩
ちゃん家から歩いて行けるお宅に
範囲を縮小しながら、実施家庭
軒数は増やしていくことを目指しま
す。あらかじめ訪問する学生と訪
問日を決めておき、定期的に同じ
学生が訪問できる仕組みを取り入
れ、毎回スタッフが同行せずとも
実施できる関係づくりと体制構築
を目指します。
　家庭菜園０円マーケットは、毎
年夏から秋にかけて定例開催して
いきます。市内他団体もこの活動
を参考に取り組めるよう、積極的
に周知していきたいです。

特定非営利活動法人恩おくり
2022年12月設立、24年2月法人化／メンバー数：33人／代表者：岩本 希（いわもと・
のぞみ）

011-807-7866　 npo.onkuri@gmail.com　 www.on-okuri.net/
www.facebook.com/profile.php?id=100088389579648　 npo.on_okuri

私たちは、誰もが優しさを送り合い、安心して暮らし続けられる支え合いの社会を
つくることを目的として、世代を超えてつながる居場所づくり活動に取り組んでいます。

の家庭を紹介いただきました。支
援実施家庭のうち2件が高齢者グ
ループホームとサービス付き高齢
者向け住宅、5件が個人宅でした。
個人宅への支援は他に1件、単発
の草取りを実施しました。
　グループホームでは、初回土起
こしの後、大学生が定期的にお話
ボランティアに個人的に通うように
なり、そのついでに畑作業も行っ
ていたとのことでした。個人宅へ
の支援は2件のみ頻回に伺い、継
続的にお手伝いできました。しか
しその他のご家庭は、天候、ご本
人の体調などで継続実施に至らな
かったほか、「わざわざ来てもらう
のが申し訳ない」と口にする方もお
り、活動目的を十分に伝えきれな
かったと感じています。一方で、畑
のお手伝いついでにお茶会を開い
てくれたり、採れた野菜をお土産
に持たせてくれたりと、畑作業を
超えた楽しみを共有できたことは
成果でした。
●家庭菜園0円マーケットと商店
街活性化
　江別はかつて商店街文化が盛ん
でしたが、現在商店街として残っ

ているのは4カ所のみです。とくに
今回の活動拠点である大麻扇町商
店街は、50年以上前にできた当時
の様子がほぼそのまま残っている
珍しい商店街です。しかし、後継
者がいない場合、閉店後にはその
まま住居として利用されることが多
く、新規出店が困難になるという
課題があります。このことは、商店
街の衰退とも密接に関連しており、
同商店街は多くの人々に「何もない
商店街」と認識されるほど、寂しい
印象を持たれています。
　そこで思いついたのが、「家庭菜
園0円マーケット」でした。家庭菜
園を楽しむ方の多い江別ですが、
昔のように近隣におすそ分けする
文化は廃れつつあります。年齢層
の高い住宅街ではどの家庭でも菜
園を営んでいるケースが見受けら
れ、近隣に配ることができないの
が実情です。また、ひと家庭では
食べきれない量の野菜が採れて行
き場がないと感じている方も多く、
支援実施家庭以外からも、以前か
ら多くの野菜寄贈の申し出を受け
ていました。
　家庭菜園野菜なので販売はしま

せんが、寄付箱に気持ちだけいた
だき、自己責任の下で野菜を持っ
て帰ってもらうという方法が皆さん
に理解されました。2025年7月末
から毎週月曜日に定期開催すると
話題となり、新聞にも取り上げられ
ました。「商店街に来る楽しみがで
きた」との評価いただく企画となり
ました。野菜を手に取るだけでな
く、毎週来る方と交流が生まれた
り、商店街との思い出を語られる
機会もあったりと、この活動を通し
て地域住民同士がつながる機会を
つくることができました。
　9月からの拠点の改修工事中に
は、商店街内の肉屋の前を借りて
家庭菜園0円マーケットを実施しま
した。地域のボランティア、大学生
スタッフなど多世代で肉屋の前に
立っていると、肉屋の老店主も張
り切ってお肉を用意しました。家
庭菜園の野菜と合わせて、肉屋に
も立ち寄っていく方が多かったこと
がうれしい成果でした。
　昔を懐かしんで商店街に足を運
ぶようになった方もおり、商店街で
井戸端会議が始まる温かな光景が
毎週見られるようになりました。家


